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小児糖尿病サマーキャンプにおける
栄養指導計画の試みについて（第2報）
企画・実施・評価の観点から
　　　　　　　　今泉優子・岡田玲子
A Trial of Summer Camp Meeting for Diabetic Children and 
Their Mothers in Nutrition Education Program (Patt 2) 
From the Standpoint of Plan, Enforcement and Evaluation 
Yuko Imaizumi, Reiko Okada
　　　　　　　　　緒　　　言
　小児糖尿病児が，生涯にわたりより良いコントロー
ルを維持するためには，食事療法・運動療法・インス
リン療法において，早期からの自己管理は必要不可欠
であるD。自己管理を維持するための教育目的の3段
階一すなわち①知識・理解，②態度，③実践（行動の
変容）を達成するためには，対象者が若年期にあるか
らゆえ，その手段・方法等を熟慮しなければならない
点が多く，栄養指導計画の企画・実施・評価も綿密な
ものでなければならない。
　第3回新潟小児糖尿病サマーキャンプ（昭和59年度）
に食事療法スタッフとして参加し，第2回からの給食
管理2）に加えて，対象児自身による食事管理を目標に
栄養教育を試みた。本研究は栄養指導計画の企画・実
施・評価について，①食事療法に対する対象児の理解
度判定成績，②食生活アンケート調査，ならびに③食
物摂取状況調査の推移をもとに，検討を加えたもので
ある。　　　　　’
　　　　　　　　　方　’　法
　小児糖尿病サマーキャンプにおける栄養指導計画の
企画・実施・評価の概要を，川田らの糖尿病教育計画
の企画・実施・評価の図3）4）をもとに具現化したもの
が，図1である。
　1）企　　　画
　　　事前に医療。看護・栄養士スタッフと共に，小
　　児糖尿病ならびに小児糖尿病サマーキャンプに対
　　するオリエンテーションを行い，共通理解を深め
　　た。
一97一
　　対象児は，表1の如く9～16歳の成長期に属す
　11名である。なお，対象児の食生活把握の参考と
　して，食との関わり方の現状8項目を調査した（図
　2）。
2）実　　　施
　　行動の変容に有効な問題解決学習5）の一方法と
　して，①食品分類表（表3）・献立表（表4）の
　作成，②毎食カフェテリア方式6）（主食等の秤量
　を含む）を企画し，これらの学習を行う対象児に
　指導・援助を試みた。その際，給食管理・栄養教
育の2班交替制をとった栄養士スタッフ全9名が，
　各対象児に適時に個人指導を行った。
3）評　　　価
①　食事療法に対する対象児の理解度判定成績：
　　サマーキャンプ最終日に，＠糖尿病食品交換表
　　中の各食品の所属（30問），⑤各食品の目安量
　　に対する単位数（26問），について簡単な理解
　度判定テストを行った。
②　食生活アンケート調査：サマーキャンプ参加
　前後の食生活の比較として，食事に関わる項目
　についてアンケート調査を行った。
③　食物摂取状況調査の推移：対象児への動機づ
　けの一つの試みに，サマーキャンプ前後に食事1
　記録（個人別秤量方式）を推奨した。サマーキャ
　ンプ中の栄養管理記録を加え，これら3回の国
　民栄養調査に準じた記録をもとに，四訂日本食
　品成分表値を入力した電子計算機を用いて，栄
　養素等摂取量の一日平均値を算定した。また，
　得られた成績の比較基準は，昭和58年改定の栄
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小児糖尿病サマーキャンプにおける栄養指導計画の試みについて（第2報）
養所要量算定方式にもとつく，各対象児の値を
適用した。ちなみに，参加前とはサマーキャンプ
開催の約1週間前から，参加後とは約5週間後
から記録したものである。
　　　　　　　　結果および考察
1．対象児の食との関わり方の現状1
　本キャンプ参加以前に料理の単位数を考慮または秤
量する頻度が，1週21回の食事の過半数におよぶ者は，
僅か1名であった（図2－1）。一方，成長期ゆえ運
動量に比例し空腹感を伴いやすいと思われるが，食事
のさいそくの状況は「あまりない」，「今まで数える
くらい」の該当者で80％を占めた（図2－2）。運動
療法の意義ならびに対象児の食事療法に対する心理的
要因について，再考の余地があろう。
　食への積極的な関与，ひいては対象児の食の自立の
ために重要と思われる，食事に関わる手伝いに対して，
「ほとんど毎日する」者は1名のみである（図2－6）。
　食生活診断の一方法として，足立による「食事の健
全さの点検」を試みたところ，平均89，8点と高値を示
した（表2）。
表2．食事の健全さの点検
???組料????? ????つ≦????ノ博?????
A 13 20 25 16 10 84
B 11 29 23 18 10 91
C 一 一 一 一 一 一
D 15 29 11 21 10 86
E 11 31 11 19 10 82
F 15 33 25 25 10 108
G 一 一 一 一 一 一
H 一 一 一 一 一 一
1 13 30 20 16 10 89
J 13 31 21 19 10 94
K 13 20 25 16 10 84
平均 13．0 27．9 20．1 18．8 10．0 89．8
2．栄養教育の実施内容
　1）食事療法に関する講義（集団指導）
　　自ら小児糖尿病患者である栄養士スタッフ1名
　が，体験談にもとついて食事療法の意義を説いた。
　　さらに糖尿病食品交換表およびフードモデルを用
　い，食品の特性，主な栄養素の働き，一単位分の
　目安量について講話を行った。
　2）食品分類表および献立表の作成（個人指導）
　　　食品の特性を理解しながら1単位分の目安量を
　　覚えさせるために，各対象児に食品分類表（表3）
　　・献立表（表4）の作成を課し，指導・援助にあ
　　たった。
　3）カフェテリア方式の食事指導（個人指導）
　　対象児自ら作成した献立表をもとに，主食等の
　秤量を行い，適した料理を選択できるように，栄
　養士スタッフは，対象児の傍で実物モデルを用い
　　た助言・指導の機会をうかがう。対象児は，自ら
　適した料理を毎食選択することにより，食事療法
　への主体的な関わりを実感しえたようである。
3．栄養指導計画の評価
　1）食事療法に対する理解度判定成績（表5）
　　主な食品がどの表に属すかについては，正解率
　が50％以下はユ名のみで，80％以上が過半数を占
　め，平均74．7±17．7％と良好な成績であった。一
　方，各食品の目安量に対する単位数の把握は，正
　解率が50％に満たない者が3名，80％以上は僅か
　　1名であり，平均51．9±27．6％と低位であった。
　食品の単位数の把握に関しては，繰り返しの反復
　学習により定着の期待が高まる7）が，さらに効果
　的な学習方法の検討が必要であろう。
2）食生活アンケート調査
　　サマーキャンプ参加中と普段の食生活の比較を
　試みた。
　　食品数（図3－2）で1ま，サマーキャンプ中の
　食品数は普段より「ない」，「あまりない」，「か
　わりない」者が過半数を占め，味つけ（図3－3）
　も考慮すると，普段の食生活の充実がうかがわれ
　る。単位数の認識は，普段と「かわりない」，「か
　なりわかる」，　「よくわかる」者が過半数であり，
　単位数の把握しやすい献立作成の意図が，少なか
　らず反映しえたものと思われる（図3－4）。ま
　た，食事に対する関心（図4）は，・普段と「かわ
　りない」1名を除いて，多少高まったと回答し，
　栄養指導の効果が期待される。具体的な関心の変
　化（表6）として，「秤って食べることが多くな
　った」（28，6％），「単位数がだいたいわかるよう
　になり，外食などでも考えるようになった」（14，3
、％）と，実際に行動の変容をおこす事例をみいだ
　すことができた。
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3）食物摂取状況調査の推移
①栄養素等摂取量の平均値：サマーキャンプ参
　加前（約1週間前の連続2～3日間），参加中
　　（連続3日間），参加後（約5週間後の連続3
　日間）の各栄養素等摂取状況を，個人別に表7
　で示した。
　　米国糖尿病学会では，血糖抑制作用として高
　線維食を1型（インスリン依存性糖尿病）にも
推奨している8）。サマーキャンプ参加前・中・
後の粗繊維量の推移は，参加前1．7±0，4g／
1，　OOO　kcal→参加中2．6±0．2g／1，000　kca1
→参加後2．5±0．7g／1，000　kca1となった。
参加前後を比較すると，改善のみられた者は全
体の85．7％に達した。LDL一コレステロール
値におよぼす高糖質高線維食の有用性8），粗繊
維量と3大栄養素のバランスとの関連性9）を鑑
表6．具体的な食事に対する関心の変化
秤って食べることが多くなった 28．6％
厳しくなった 14．3％
食事管理はだいじなものだとしみじみ感じた　　　　　　　　． 14．3％
自覚をし，単位数をまじめに守らなければいけないと思った ユ4．3％
バランスを考えるようになった 14．3％
単位数がだいたいわかるようになり，外食などでも考えるようになった 14．3％
表7．サマーキャンプ参加前・中・後の栄養素等摂取量の平均値
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前 2，034 72．7 69．3 277．9 1．8 643 8．9 1，793 0．74 1．14 77 270．3 8．1J ? 2，191108．2 65．1 302．5 2．5 1，053 13．2 2，910 1．19 1．69 67 581．4 11．3後 2，201 94．8 67．2 293．2 1．6 590 8．7 985 0．94 1．22 23 594．3 9．3?
2，008 76．0 62．5 273．6 1．1 555 8．3 1，181 0．87 1．93 37 298．6 、9．6K ? 2，495120．9 73．7 329．8 2．4 1，145 14．0 3，049 1．32 1．71 73 557．3 11．5? 2，392 99．8 77．0 317．0 1．4 871 12．3 1，938 0．86 1．64 49 938．8 11．5
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　みて1粗繊維量の役割を更に考慮する必要があ
　ろう。
②　栄養素等摂取の充足状況および主な栄養比率
　：栄養素等摂取の充足状況を，サマーキャンプ
　参加前・中・後について，各々対象児別に表8
　で示した。また，それらの充足状況の参加前・
　中・後の一般的傾向を，各対象児の平均値によ
　って，図5で表した。
　　小児糖尿病児のエネルギーの適正摂取の重要
性を大関らは報告しているが10），本事例でも，
適量摂取域に参加前後とも属す2例・参加後改
善のみられた1例の他の事例において，適量摂
取域に僅少の差でおよばぬながら，他の栄養素
に比し個人差が少なかった。
　栄養素等摂取の充足状況の一般的傾向を，図
5でみると，たん白質の充足状況においてサマ
ーキャンプ参加中は，その前後に比し，有意に
高かった。主な栄養比率の推移、（表9）でも，
たん白質エネルギー比において，同様な有意差
が認められた。また，カルシウム，鉄，ビタミ
ンAの充足状況の推移（図5）においても，参
加前より参加中で充足状況は有意に高かった。
表8．サマーキャンプ参加前・中・後の栄養素等摂取の充足状況
事　例 　　、H不ル
Mー（％）
たん白
ｿ（％ 脂欄@　簑
カルシ
Eム（％） 鉄（％
ビタミ
唐`（％）
ビタミ
唐a1（％）
ビタミ
唐a撚
ビタミ
唐b（％》?
108．3 127．0 114．0 128．0 92．5 103．4 179．0 114．0 132．5A ? 104．9 144．6 86．1 141．4 110．0 156．3 145．6 125．8 162．5
後 101．7 120．2 101．6 166．4 122．0 151．1 130．9 1183 160．0?
105．5 99．4 91．9 132．2 73．6 123．9 84．5 ユ27．5 105．0
B ? 94．2 127．2 73．3 115．2 125．0 162．0 129．5 107．5 162．5
後 83．1 86．9 79．7 52．6 81．0 134．6 100．8 86．5 132．5
C 前 113．9 107．8 110．ユ 107．1 95．3 158．7 106．5 184．4 112．5?
113．7 168．4 126．4 159．9 11LO 175．8 ユ67．8 187．7 147．5
前 94．7 ヱ12．6 ？0。3 66．1 96．5 ユ16．5 88．1 92．6 342．5
D ? 101．4 140．3 76．7 114．4 128．0 ユ93．9 138．1 153．4 210．0
後 1ユ6．0 122．4 85．3 117．7 136．2 245．1 ユ10．8 114．3 226．3?
118．5 143．4 127．5 88．9 67．5 234．2 133．9 144．9 108．0
E ? 118．2 165．0 89．1 108．1 90．8 ヱ63．4 158．7 186．0 144．0
後 1ユ1．6 150．9 101．0 62．8 89．2 75．2 201．6 126．7 ユ40．0?
104．3 137．3 115．9 ユ18．4 85．2 146．9 161．1 132．3 126．0
F ? 105．6 151．7 105．3 123．6 102．5 1763 150．6 170．8 124．0
後 108．9 141．2 117．5 115．0 103．8 198．4 15，345．6600．4 156．0
前 100．2 118．6 83．7 64．1 78．3 121．7 148．8 101．5 78．0G ?
92．5 137．8 81．0 95．3 102．㌦5 196．1 123．7 ユ15．4 116．0
H ? 109．6 165．0 88．0 101．0 111．7 178．1 ユ44．6 163．5 ユ34．0
1
?
95．8 134．4 85．6 119．3 95．8 166．4 106．5 ユ69．8 118．0?
93．3 118．4 78．7 104．工 69．3 152．3 106ユ 105．4 122．0?
ユ02．8 114．2 105．2 91．9 74．2 119．5 93．5 104．8 154．0
J
?
110．8 170．1 98．8 150．4 110．0 194．0 150．6 155．0 134．0
後 112．6 150．7 103．1 84．3 72．3 65．7 120．2 113．5 46．0?
78．3 95．2 73．1 69．4 69．4 59．1 84．8 136．8 74．0
K 中 97．3 151．5 86．2 143．1 1ユ6．7 152．5 128．2 121．3 146．0
後 94．9 127．3 91．7 108．9 102．3 96．9 85．3 118．3 90．0
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層輪キャンプ参加前の摂取栄養充足率の
゜鞠這キ・ン謝・中の摂取栄養充足率の
▲輪キャンプ参加後の摂取栄養充膵の
a，b：P〈0．05　（同一文字間に有意差あり）
　　図5．摂取栄養充足状況の推移
　なお，栄養所要量に対する摂取栄養素の充足
率のパターン類似率は，参加前0．937～0。998
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り参加後0．934～0．999であり，栄養所要量パタ
ーンにおおむね類似しているといえよう。ちな
みに，コントロールの良好な2例の中で，事例
Kは充足率の改善がみうけられ，適量摂取域丙
のエネルギーおよび栄養素数が過半数となった
（図6）。
事例K：低囎・　コント・一ル良，身長165，0㎝，体重56．5h、
■ト■　サマーキャンプ参加前
●一●　サマーキャンプ参加中
▲r▲　サマーキャンプ参加後
　　図6．コントロールの良好な事例
4．まとめの考察
　サマーキャンプ参加以前に対象児の中で，積極的に
食と関わる態度がみうけられた事例は図2－－6の如く
極めて僅かギつたが・参加後の関心（図4）の高まり
表9．主な栄養比率の推移
時期
たん白質エネルギー比（％》 脂　　肪エネルギー比囲 糖　　質エネルギー比（％ 穀　　類エネルギー比（％ 動物性たん白質比　　　％
動物性脂肪比矧参加前（n＝9）
16．0±ヱ2a 28．6±3．7 53．7±4．3・38．3±7．6 57．1±6．3 50．9±5．3参加中（n＝1ユ）
19・6±ユ裾 25．4±3．2 53．7±4．1 37．3±5．4 62．8±4，2 58．5±6．5参加後（n＝8）
16・8±1。4b27．8±3．1 53．9±4．1 39．6±3．2 56．6±8．0 53．7±9．8
a，b：P＜0．05　（同一文字間に有意差）
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を多少なりとも意識する者が多く，行動の変容をおこ
した事例も観察された（表6）。さらに今後ともその
意識・態度・行動の変容を促進させるためには，“食
の自立”への家族（特に母親）の働きかけ（表1）が
今迄以上に重要となろう。　　　　　　　　　　’
　また，粗繊維摂取量も改善のみられる事例が多く，
糖尿病食品交換表中の各食品の所属に関する理解度判
定（表5）の良好な成績ともあわせ，食品の特性
を理解しその選択能力を高めるための指導において
は，対象児の受容度が高いと推察される。主な調理者
である母親と対象児が，共に継続的な教育の場を持つ
ことにより，一層食生活の改善が期待されるであろう。
　さらに一歩進んで，長期聞の自己管理を要する対象
児に対しては，検査結果と関連づけた食事療法の”自
己評価”11）が可能となるための援助が必要と思われる。
そのための意欲・態度をひきだすための栄養指導の企
画・実施・評価について，今後さらに検討してゆきた
い。
　　　一　　　　　要　　　約
　小児糖尿病サマーキャンプにおける栄養指導を通し
て，栄養教育の企画・実施・評価の一連の試みとして，
①食事療法に対する対象児の理解度判定成績，②食生
活アンケート調査，③食物摂取状況調査の推移をもと
に検討を加え，次のような結果が得られた。
　1）糖尿病食品交換表中の各食品の所属に関する理
　　解度判定成績は，74．7±17．7％の正解率を示し，
　　食品分類表の作成の学習効果が推察される。
　2）サマーキャンプ参加後の食事に関する関心が多
　　少なりとも高まったと意識する対象児は，87，5％
　　におよび，行動の変容をおこした事例も観察され
　　た。
　3）粗繊維摂取量は，参加前後を比較するとO．　3g
　／1，000kca1～1．8g／ユ，000　kca1の増加をみ，
　今後さら1とその栄養素等に果たす役割を考慮すべ
　きであろう。
4）摂取栄養充足率の推移では，たん白質において
　参加中はその前後に比し，有意に充足率が高かっ
　た。たん白質エネルギー比においても同様の結果
　であった。
　本研究にあたり，ご指導を賜わりました新潟大学医
学部小児科学研究室大塚武司先生，橋本謹也先生なら
びに本学学長の塚原叡先生に感謝申し上げます。また，
本サマーキャンプの食事療法スタッフとして協力して
いただいた，本学家政科食物専攻15回生五十嵐玲子氏，
同じく20回生片岡留実氏，ならびに22回生岸本律子氏
・劒持恵子氏・斉藤直美氏・中野公美子氏・高橋由美
子氏・松山智子氏に，心よりお礼を申し上げます。さ
らに調査に協力していただきました対象児の皆様，お
母様方に深く感謝いたします。
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